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京 都 大 学 図 書 館 機 構 報
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2003年に開学 した桂キ ャンパス。工学研究科が段階的に移転 してきま したが、2013年に16専攻の移転が完了 し
ました。工学研究科の研究活動を支援する図書室 も、各系の移転 に合わせて開設され、現在地球系、建築系、物理系、
電気系、化学系の5つ の図書室がサービスを提供 しています。京都大学の学生諸君や教職員諸氏で も、工学研 究科
でなければあま りな じみがな いであろ う桂キャンパスの図書室。この特集を読めば少 し身近になるか も…
桂キ ャンパ スの図書室 について
～図書館機構長 引原隆士工学研究科教授よ り～
工学研究科が桂キ ャンパス に移転 を開始 したのは2003年7月
です。それか ら10年の歳 月が過 ぎました。昨年、材料工学専攻
のみを残 し、工学研究科16専攻が桂キャンパスに落ち着きました。
工学研究科に進学する学生の殆 どは工学部に所属 して居 り、3
回生までは吉田キャンパスにお いて、共通基礎教育、専門基礎
教育を受け、附属図書館、総合人間学部図書館、各学科図書室
の図書および資料を利用 しています。進級 と同時に研究室 に配
属され、また大学院に入学 した段階で、大半が桂 キャンパス に
移動 します。現在開設 され ている桂キ ャンパスの各 図書室 は、
当然研究主体の専門に特化 した図書室の集合体となっています。
工学研究科及び京都大学では図書館機構の了解 の下、桂キ ャ
ンパスに図書館を建設する予算 申請 して参 りま したが、これ ま
で希望は適 えられて いません。 この10年の間に、図書館を巡る
状況 は大きく変 りま した。電子 ジャーナルを主体 とする論文検
索が主とな り、電子 ブック、さ らにはedXなどの世界的なWeb
講義な どが現れま した。計画の推進 には、工学研究科が工学教
育 と関連する情報流通を再考 し、世界 に先駆 けて実施 して行 く
斬新なアイデアが不可欠です。関係各位には、設置が決まって
か ら考えるのではな く、積極的 に実現する将来 に向けた機能や
スペースの提案をお願 いしたいと思 います。
本特集では、桂キャンパスにある図書室の紹介とその利用法
















図書を取 り寄せるサー ビスポイン トとして もよ く利用されて
おり、留学生のみなさんの利用が多いのも一つの特徴です。
(C1棟1F143号室)















こちらでは主 に、機械理工学専攻 ・マイクロエ ンジニア リ
ング専攻 ・原子核工学専攻 ・航空宇宙工学専攻に所属する教員 ・
大学院生等の研究サポー トの役割を担っております。
(C3棟1Fa1SO4-1号室)一












化 学 系 図 書 室












とがなくても、各図書室の資料を利用 したことのある方は少なくないで しょう。物理的な距離はあれ ど、桂キ
ャンパスの図書室は京都大学図書館機構の中で有機的に繋がっているのです。
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The Royal Orders of Burma,  A.D. 1598-1885 (10 vols.)
Edited with Introduction, Notes and Summary in English of 
Professor of History, Mandalay University 1983-1990. Kyoto:
 Each Order By Than Tun, M.A., B.L., Ph.D.(London) Former 
The Center for Southeast Asian Studies, Kyoto University.
 http://hdl.handle.net/2433/173188
TheRoyalOrdersofBurma,A.D.1598-1885は、タ ン ・トゥン博士(ProfTanThun1923-2005)編纂 による、1598～
1885年に公布 され た ミャ ンマー(ビ ル マ)諸 王 の布 告集で あ る。 ミャ ンマー史研 究者 と して名高 い タン ・トゥン博士 は、
1982～87年にかけ東京外国語大学や 当研究所等の 日本の大学 にて研究 を行われ、 また2000年にはア ジア文化の保存 と創造 に















Studies(2012年創刊)の全文公開も行っている。両誌は、 レフェリー制度のもと、 自然科学分野から人文 ・社会科学分野にわ
たる多様な分野の東南アジア地域に関する論考を掲載 している。東南アジア研究者のみな らず、東南アジアに興味や関心を
もつ方々にも是非活用いただけたらと思う。
参 照 文 献
福 岡 ア ジ ア 文 化 賞HP:http://fukuoka-prize.org/laureate/prize/acd/thantun.php(2013年12月5日ア ク セ ス)
京 都 大 学 学 術 情 報 リポ ジ ト リKURENAIとは:リ ポ ジ トリ とは 「保 存 庫 」 と い う意 味 で 、 京 都 大 学 の
博 士論 文 や 先 生 方 が 書 か れ た 論 文 、 紀 要 な どを 収 録 して 、webで世 界 中か ら ア ク セ ス で き る よ う に
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